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議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
働
く
す
べ
て
の
収
束
業
務
従
事
者
に
健
康
管
理
手
帳
を
交
付
で

き
る
よ
う
に
す
る
筋
道
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
働
く
す
べ
て
の
収
束
業
務
従
事
者
に
健
康
管
理
手
帳
を
交

付
で
き
る
よ
う
に
す
る
筋
道
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
利
点
」
及
び
「
拡
大
し
て
き
た
意
義
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の

「
健
康
管
理
制
度
」
の
目
的
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
塚

原
労
働
大
臣
（
当
時
）
が
「
離
職
後
の
労
働
者
に
つ
い
て
、
そ
の
従
事
し
た
業
務
に
起
因
し
て
発
生
す
る
疾
病
で
あ
り
ま
し

て
、
発
病
ま
で
長
期
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
し
か
も
発
病
し
た
場
合
重
篤
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
も
の
の
予
防
な
い
し
早
期

発
見
の
た
め
に
創
設
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十

七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
管
理
手
帳
（
以
下
「
健
康
管
理
手
帳
」
と
い
う
。
）
の
交

付
の
対
象
と
な
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
二
月
四
日
に
労
働
省
労
働
基
準
局
長
に
対
し
て
報
告
さ
れ
た
「
健
康
管

理
手
帳
交
付
対
象
業
務
等
検
討
結
果
報
告
」
で
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
等
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
検
討
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
及
び
四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
収
束
業
務
従
事
者
」
、
「
安
心
し
て
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
、
「
労
働
者
が
離
職
後
に
抱
え
る

健
康
障
害
リ
ス
ク
や
健
康
不
安
」
、
「
生
涯
責
任
を
持
っ
て
健
康
管
理
を
行
う
」
及
び
「
ハ
ー
ド
ル
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
放
射
線
業
務
（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
別

表
第
二
に
掲
げ
る
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和

四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
電
離
則
」
と
い
う
。
）
及
び
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ

り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
五
十
二
号
）
に
よ
り
、
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
個
々
の
放
射
線
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
き
被
ば
く
限
度

を
超
え
な
い
こ
と
が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
放
射
線
業
務
は
、
御
指
摘
の
①
の
ハ
及
び
②
の
イ
の

要
件
を
満
た
す
も
の
の
、
御
指
摘
の
③
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

他
方
、
電
離
則
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
緊
急
作
業
等
従
事
者
等
の
う
ち
、
指
定
緊
急
作
業
等
（
同
項

に
規
定
す
る
指
定
緊
急
作
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
事
し
た
間
の
線
量
が
電
離
則
第
四
条
第
一
項
に
定
め
る
被
ば

く
限
度
等
を
超
え
た
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

二



公
表
し
て
い
る
「
原
子
力
施
設
等
に
お
け
る
緊
急
作
業
従
事
者
等
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
」
に
よ
り
、
放
射
線

業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
者
に
対
し
、
指
定
緊
急
作
業
等
に
従
事
し
た
間
に
受
け
た
放
射
線
の
実
効
線
量
に
応
じ
た
が
ん
検

診
等
の
実
施
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
労
働
者
が
離
職
し
た
後
は
、
厚
生
労
働
省
が
が
ん
検
診
等
に
要
す
る
費
用
の
全
部

又
は
一
部
を
援
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


